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新年あけましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

昨年は「平成」が終わり、新たに「令和」の時代を迎えました。 

当院も新しく生まれ変わる気持ちで皆さまと共に次の時代を迎えたいと願っています。 

また昨年は台風 19 号の被害など自然災害が目立つ 1 年であったように思います。 

被災し亡くなった方や仮設住宅にお住いの方、まだ普段の生活に戻れない状況の方もたく

さんいると思います。謹んでお見舞い申し上げます。 

毎年、年末にその年の世相を表す漢字が公募で発表されていると思いますが、2019 年度

は令和の「令」でありました。これに倣い当院として今年一年の抱負を漢字一文字で表す

とすると今年の漢字は「新」を挙げさせていただきたいと思います。 

これは私自身もそうですが、当院が令和という時代を迎えて改めて気持ちを引き締め、医

療に対して真摯に向き合っていくと同時に新しいことにチャレンジして病院、職員の意識

も変えていきたいという意味があります。 

この気持ちを胸に当院はすべての患者さんに対して敬意をもって十分な医療・介護の提 

供を目指していきます。さらには入院、外来の患者様、そのご家族様、地

域の方々に健やかに過ごしていただけるよう職員一同頑張って

いきたいと思っていますのでどうぞ宜しくお願い致します。 
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〒059-0027 登別市青葉町 34 番地９ 

電話番号 0143（85）1000（代表） 

診療科目：内科・消化器内科・リハビリテーション科 

診療時間：平日 午前 9:00～12:00 午後 13:00～16:30 

登別すずらん病院リハビリテーション科 

作業療法士の髙橋智昭です。 

今回、北海道の事業として住民主体の

通いの場作りと活性化をテーマに登別市

からの業務委託を受け、令和１年１１月

から令和２年１月まで全７回に渡り、登

別市内のサロンに直接お伺いし、講話と

体操指導、通いの場作りを実施してきま

した。 

地域リハビリテーション活動支援事業

に参加してきました！ 

内容としては、登別すずらん病院のリハビリスタッフ

と JCHO 登別病院のリハビリスタッフで協力し、フレ

イルの危険性と転倒予防、高齢者におけるお口の健康と

食事の栄養、認知機能についてなど様々なテーマで講話

をし、元気に活動するためにはどうしたら良いのかを参

加者全員で話し合いました。 

更に私たちの関わりがなくとも活動を継続できるよ

う、住民主体での健康に良い運動やレクリエーションを

考えてもらい実際に運営も行っていただきました。 

地域の皆様は高齢ながらも元気で助け合い、生き生き

とした生活を送っている様子を間近で見させていただ

き、とても楽しく事業を進めることができました。 

これからもこの地域の医療に貢献できるよう登別す

ずらん病院リハビリテーション科一同努めて参ります

ので、どうぞよろしくお願い致します。 

 


